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A 2] 家庭面でみた生活意識と生活条件（第5 報）

一第２回調査の家庭周期別分析一
大谷女短大　○三木栄子・山田光江

【目 的 】 第 １回 調 査 と 同 一 の 対 象 群 （ 某女 子 大 卒（sll-61 ）文 ・ 理 ・ 家 政 学 部 出 身 者 ） に 実

施し た 第 ２ 回 調 査 につ いて 、 全 体 の 単 純 集 計 結果 と 項目 相 互 の 関 連 の有 無1) 、 並び に 出 身

学 部 別 の 差 の有 無 を 検 討 し た2) 。 今 回 は 第 １ 回 調 査 に 於 い て 他 項 目 の 全 て と 関 連 し、 年 齢

別 よ り も 対 象 者 の生 活 意 識 を 捉 え や す かっ た3  )家 庭 周 期 を 取 り挙 げ、I前 回 同 様 年 齢 別 に よ

る 差 と 較 べな が ら、 第 ２ 回 調 査 項 目 に つ い て の 各 周 期 別 特 徴 を 求 め よ う と し た。

文献　Ｄ 大谷好観大学賤33 号p26（1990 ）2 ）経字会第42回大韻競 賤pA（m ）3 ）大谷好観大学紀要32号Pl2（989 ）

【 方 法 】 家 庭周 期 無 記 入 者2 名 を除 く898 名 に つ い て、 各 周 期 別とこ各 項 目 の 選択 肢の 分 か れ

方 を 百 分 比 で 表 し た。 同 時 に 卒業 年 次 別 （ ほ ぼ 年 齢別 ・ 無 記 入 者 な し の900 名 ） も並 行 し、

検 定 は ｍ ｘｎ分 割 χ^ 法 に よ っ た。 さ ら に 学 部 別 （ 文271 理303 家324 ） 検 討 も 加え た。

【 結 果 】 ① 夫 婦 前期 ・ 出 産 育 児 期 の 集 合住 宅 に 住 む 割 合 が 他 時 期 に 比 べ 多 く（** ）、 前 回 同

様、 同 時 期 の 別 居 志 向 が窺 え た。 ② 車 の 免 許 使 用 率 は出 産育 児 期 が 高か っ た（** ）。 ③ 老 後

の 不 安 で〔 介 護 〕 と答 え る 人 は、 夫 婦 後 期 が 多 か っ た（ 参考）（ 年 齢 で はば ら つ い た ）。 ④ 年

齢 別 で は 有 意 な 差 は 得 ら れ ず、 周 期 別 で 差 の 拵 ら れ た 項目 は 食 物 に 関 す る こ だ わ り（** ）、

住 まい に 関 する こ だ わ り（ 軒）、 及 び キッ チ ン の主 熱 源（* ）で あ っ た。･⑤ そ の 他 家 庭 生 活 に

関 わ る 項 目 に 周 期 別 の 特 徴 が 認 め ら れ る のは 当燃 と し て も、 個人 的 な 意 識 と み な し 得 る項

目 （ 金 銭、 時間 感覚 ・ お し ゃれ 等 ）も 年 齢別 で 比 較す る よ り も顕 著 な 特 徴 が検 出 で き た。

⑥ 周 期 別 特 徴 の 得 ら れ な か っ た の は、 返 信 時 期 （ 年 齢 別 は** ） と、 老 後 の 心の 支 え にな る

事 柄 （ 年 齢 別もn.s. ） で あ っ た。 ⑦ 周 期 別 特 徴 の 学 部別 差 の 有 無 に つ い て は目 下 検 討 中。


